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一第6学年「弁当コミュニケーション」の実践から-

宮　本　真由美

1.はじめに

「今日の弁当は何だろう。」弁当日や遠足など,弁当の中身は子どもたちにとって楽しみの一つで

ある。弁当は作り手である家族から子どもへの思いが込められている。昨今は家庭での手作り弁当

だけでなく,弁当屋やコンビニ弁当など便利で手軽なものも多く出回っているが,手作り弁当のよ

さは誰もが知るところである。実際にアンケートを行ってみても,ほとんどの児童が好きと答えて

いる。理由としては,好きなものが食べられる,おいしい,手作りで愛情を感じるなどであった。

このように魅力いっぱいの弁当について家族とのかかわりから学習を進めてみた。

28　実践の概要

用　単元について

本題材では,子どもと家族が弁当の中身を題材にコミュニケーションを行うことを通して,弁当

づくりの要点を知り,更に家族とのコミュニケーションの意義についても学習を行うことを目指し

ている。今までに,弁当の中身について希望を伝えたことのある児童は73%と意外に高く,関心の

多さが伺えた。また,自分で作ったり手伝ったりしている子もいたが,ほとんどは作ってもらって

いた。このことから,実際に作ってもらったり,作ってあげたりすることを通して作る側と食べる

側の気持ちに気づき,家族とのかかわりを考えることをねらいとした。そこで,弁当に関心を持ち,

弁当を作るということを通して家族とのコミュニケーションを深め,より主体的に生活し実践して

いくことを願い,本題材を設定した。

(2)指導目標

①　弁当について関心を持ち,作る側と食べる側の気持ちに気づくことができるようにする。

②　自分の食べたい弁当の問題点に気づき,理想的な弁当について考えることができるようにす

る。

③　健康的な弁当の作り方や作ることのこつについて理解した上で,家族の好みの弁当を作るこ

とができるようにする。

(3)指導内容と計画

第邱一次　作って欲しい弁当の中身を考え,家族にお願いする。‥・　2時間

第二次　問題点に気づき,改善策の弁当を考える。　　　　　　　　　2時間(本時　第1時)

第三次　家族へ作る弁当について調べたり考えたりする。　　　　　　2時間

第四次　弁当を作り,家族へ気持ちを込めて渡す。　　　　　　　　　2時間

㈱　授業設計の焦点

本時までにチビもたちは,遠足の弁当の中身について家族へ希望を伝え,それをもとに,弁当を

作ってもらっている。本時では,自分たちがお願いした弁当の中身について検討していく。そのた

めに,弁当をお願いしたときに交わされた会話を例に挙げ,その続きを考えていく。相手を説得す

るためにその根拠を調べたり確かめたりする場としたい。と同時に家族とのやりとりを考えていく

ことを通して作る側と食べる側の気持ちに気づき,よりよい弁当を作ろうとする実践的な態度を育

てていきたい。

-112-



(5)仮説

親子で弁当の中身についての会話を行う場を設定するならば,弁当の問題点に気づき,より

い弁当にしようとする意欲を持つことができるであろう。

(6)授業の概要

①　第一次　家族にお願いする。

秋の遠足で作って欲しい弁当のメニューを考え,手紙を添えて渡した。その時にした会話につ

いて記録してくるようにした。

遠足当日に実際作ってもらった弁当を食べて感じたことや,その時にした会話についても記録

した。
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②　第二次　問題点に気づき,弁当を改善する。

第一次で記録したことをもとに,代表的な四つのパターンの弁当メニュー(A弁当～D弁当)

を提示した。その時に交わされた会話も一緒に提示した。

ア　本時のねらい

親子の会話を考える中で,栄養のことについて理解することができる。

イ　本時の展開

学　習　活　動 教　師　の　働　き　か　け

1　弁当のメニューを知る。

2　お願いしたときの親子の会話を知

る。

3　弁当を検討するために調べる。

1　4つのメニューを紹介する。

・実際に子どもがお願いした弁当の典型的な例を少し

変えて提示する。

2　実際のやりとりを紹介し,続きを考えるようにす

る。

・班でどのケースについて考えるか決め,親と子に分

かれて会話文を作るようにする。

3　検討に必要な資料を用意し,自由に調べることがで

きるようにしておく。

◎相手にわかってもらうための根拠となるものとして

資料やシートを活用するようにする。
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4　会話文を作る。

5　本時のまとめ
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オ　班で考えた会話例

C弁当の全音舌
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③　第三次　家族への弁当について調べ,計画を立

てる。

弁当づくりに大切なことについて学習した後,家

族へ作る弁当のメニューについて考えていった。考

えるときのポイントとしては,家族の好み,や栄養

バランス,調理時間,衛生面,予算などがあった。

作り方は,各自で調べ,試し作りも行った。材料に

ついては,注文書を書き,予算内で買えるよう工夫

した。また,時間内に能率よく分担して調理を行う

ための調理作業工程表を作成し当日に備えた。

④　第四次　弁当づくり

当日は,各自弁当箱と包むもの,手紙を用意し,
之

家族へのプレゼントとしての弁当づくりへの意欲を

見せていた。みんな気合いが入っており,家庭科室

に入るやいなや急いで準備を始めていた。ごほんに　2

関しては,給食室の協力を得て,炊いていただくこ　之

とができた。子どもたちは自分たちで計画した調理　3

作業工程表を見ながら,一生懸命心を込めて作って

〈調理作業工程表〉
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3.考察
この実践を,授業仮説に照らして考察していきたい。

(1)弁当の問題点に気づくことができたか。

子どもたちが食べたい弁当を見ると,栄養的にバランスの偏ったものが多かった。食べたいメ

ニューとなるとどうしても偏りがちである。バランスよく食べることは頭ではわかっているが,実

際はそうなっていない現実がある。このずれを何とか埋めたいという思いで本題材を設定した。4

つの弁当を提示することにより,関心をもって弁当を調べることができたように思う。特に,栄養

的なバランスに気づいてほしかったので,ワークシートを用意した。このシートに記入することに

よってバランスの偏りに気づきやすかったようだ。また,会話文を考えることにより,より実生活

の場面をイメージすることができ,無理なく理解していくことができたようだ。何より,楽しく学

習しながら自然に気づくことができたのでよかったと思う。

(2)よりよい弁当にしていこうとすることができたか。

単にバランスの偏りに気づいただけでなく,どう改善していけばよいか,親子の会話を考えるこ

とで,理由をつけていろいろな考えを出し合うことができた。その他,色合いや食べる人の状況,

食べ合わせなどに気づいたりしていた。また,ロールプレイで他の班の発表を聞いたり見ることで,

理解を深めていくことができた。自分のことだけでなく,家族の思いにも少しは気づくことができ

たのではないかと思われる。よりよい弁当の条件が,栄養バランスだけではなく,家族の思いなど

も含まれていることに改めて感じさせられた。

4.おわりに

家族へこれまでの感謝を込めて弁当をプレゼントしていこうということで,子どもたちは,大変

意欲的に学習できたように思う。弁当に添えた手紙と共に,弁当の味も一段とおいしかったに違い

ない。弁当作りが一つのきっかけとなりこれから更に親と子,そして家族,友だちへのかかわりが

深まることを期待している。
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